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VitaminC二 封 スル業 績 ハ 近 年 相 次 イデ 贅 表

サ レ1928年SzentGy6rgi氏 ガ牛 副 腎 ヨ リ 強

力 ナル還 元 物 テ 得 テ之 ヲHexuronト 命 名 シ

1932年CoxHirstKarrerMicheel氏 等 ハ構

造 式 ヲ決 定 シ其 翌 年ReichistenOppenhauer

Young氏 等 ノ・VitaciminCノ 人 工 合 成 一・:一成功

シAscorbin酸 ト命 名 シ タ。VitaminCハ 從

來 ノ抗 壊血 病 因子 ノ ミナ ラズー 種 ノ燭 媒 作 用 テ

畳 ミ、細 胞 ノ賦 活 機 能 テ促 進 セ シ ム ル作 用 ノ存

スル事 ノ・一般 二認 ム ル所 ナ リ。Hoffmeister氏

ハ急 性傳 染 病 ノ際 組 織 申 ノV.C.量 ノ滅 少 セ

ル テ認 メP.Gy6rgy氏 ハ 各種 傳 染性 疾 患AV.

C.テ 使 用 シテ 好 結 果 ヲ得 タ リ。 結 核 卜V.C,

ト・ノ關係 二就 イ テハ1925年Schr6der氏 ガ結

核 海旗 二 就 イテV。C.ノ 訣 乏 セ ル ヲ 認 メ、

Mouricand,Couland氏 等 ハV.C.ノ 鋏乏 飼 育

海猿二於 テ肺繕核二封 スル抵抗力 ノ弱 キヲ観察

言

シ辻 本 氏 等 ハ肺 結 核 患Kノ 血 清 二著 明 ナV.Q.

量 ノ減 少 セル ヲ認 メ タ リ.臨 林 的 二結 核 患 者 轟

V.C.ヲ 慮 用 シ タル ハ本 邦 二於 テ ハ徳 山 、岡西 、

宮 本氏 等 ニ シテ 徳 山氏 ハ 結 核 患 者 二V.C.ヲ

投 與 スル ト67.5%二 於 テ 下熱 数 果 ラ認 メ タ リ。

今滲 出性 肋 膜 炎 ガ結 核 二其 大 因 テ置 ク 卦 ハ何

人 モ諒Fス ル所 ニ シテ 而 モ 結 核 二V。C.ガ 有

数 二働 ク ナ ラバ本 病 ニ モ何 ソ好 影 響 テ齎 ラス ナ

ラ ン ト想 像 シ得 ル モ ノナ リ.Vitamin剤 テ滲 出

物 肋 膜 炎 工癒lnセ シバV。B.・ ・・…シテ吉 川 、岩 崎

氏 等 ハ共uaV.B.テ 使 用 シテ敷 果 テ認 メタ リe

然 ル=VitaminCテ 鷹 用 セ シ臨 休報 告 ハ ナ キ

ガ如 シ.栃 テ余 等 ハ肺 結 核 デ合 併 セザ ル比 較 的

輕 度 ナ滲 出牲 肋 膜 炎 患 者15例 二 就 イ テVita-

minC飼 「ヴ聴 ン」ヲ使 用 シテ興 味 ア ル結 果 チ

見 タ ル チ以 テ舷 二報 告 セ ン トス.

治療方法

濃性肋膜炎患者15例 二就 イテ治療方法ハ 安静

テ保チ榮養ラ補給 シ藥物 トシテノ・{省化剤 ノ他二

利尿飼 トシテ酷酸加里液 ド ヂギタリ勺 テ使用

シ、下熱剤又ハ吸牧剤ハ使用セザ リキ.穿 刺ハ
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呼 吸 困 難 高 度 ナ ル 例 ノ他 ハ 之 テ避 ケ 毎 日1回

「ヴィト ン」4髭 式(「 ヴ
.{ト ン」1耗 中 二八 合 成 「ア

ラ ボ ア ス コ ル ビ ン1酸0.05瓦)テ 皮 下 。二 注 射 シ

其治 療 経 過 テ観 察 スル ト共 二赤血 球t白 血球i

「ヘ モ グ ロ ビ ン」白血 球 ノ 百分 率 s赤 沈1「 ツベ

ル ク リ)」 反 窓、 白糖 、 盟 重 テ逐次 測 定 セ リ。

治療成績

第1例 ■ ♀3磯 魚 初診 昭和13年

5月4日

診 断 南 側 性 滲 出性 肋 膜 炎、 注 射 同 轍19同

生来 健 全 ニ シ テ著 患 ヲ患 ヒ シ コ トナ カ1」 シが 約10日

前 悪寒 ヲ催 シ咳 漱 ヲ訴 ヘ タ ル ヲ以 テ 感 冒 ト思 ピ アス

ピ リ ン」ヲ服 用 セ シが治 ラ ズ.1週 間 前9り 右 側 胸 痛

ヲ訴 ヘ タ リ。其 後 喀 疲 ト共 二食 慾 減 退 シ呼 吸 困難 モ 加

ハ リタ リ ト云 フ。診 ス ル ニ榮 養 佳 良 ニ シテ 両側 胸 背部

第4肋 間以 下濁 音 ヲ呈 シ呼 吸 濁音 消 失 セt)。

入 院 當 日熱37.4◎ 、脈搏106、 赤 沈1時 間60粍 、2時

間83粍 、卒 均 値50.8粍 、赤 血球320萬 、白血 球9200、

1ヘ モ ク'ロビ ン」(ザ ー り)65 、多 核65.5%、 淋 巴 球25。0

%、 大 軍 核8.5%、 ザェ 才 ジ ソ」嗜 好 勾5%、 ピ ル ケ 一反

磨汁rSソ トー 反 感 十}、髄 重56。8:駈 、血 糖105mg%。

治 療 輕 過

熱 ハ注 射 後 第1日 目 二最 高37¢ 二下 熱 シ爾 後 一一'ナ

ソ リ.咳 漱 ハ第4日 目二 全 ク消 失 シ第7H目 三 八呼 吸

困 難 軽 快 シ食 慾 モ恢 復 セ リc胸 痛 ハ第13日 臼 二消 失

セ リ.入 院 第20日 目 ニ シテ南 側 滲 出液 ヲ認 メ ズc濁

音 モ減 少 セ リa注 射 後 第19日 目入 院 第20貝 目二 治癒

退 院 シタ リ。 退 院 後 経 過 良 好 ニ シテ 注 射 第3q日 日三

八業 務 二 服 セ リ ト云 フ.

第2例 ■ 舎3磯 醗 初診 昭和13年

5月31日

診断 左側滲 出性肋膜 炎、注射 同数18同

3年 前 ヨリ感 冒二種 リ易 〃 約1個 月前 二 左側胸痛 ヲ

訴 ヘ リ.咳漱 ヲ催 シ附近 ノ署 師 遣り肋 膜炎 ノ診 断 ノ基
　

二1回 穿 刺 ヲ受 ケ シが治 ラズ20日 前 ヨ リハ 盗 汗 ヲ モ

催 シタ リ ト云 フ.診 スル ニ榮 養 ハ左 程 障碍 サ レズ胸部

左 側 背 下 部 二濁 音 呼 吸音 消 失 セ リ.試 験 穿 刺 陽 性 、入

院 當 日熱37。6◎ 、脈 撞108、 赤 血 球375萬 、白血 球9000,

ギヘ モ グpビ ソ」(ザ ー り)70 、 多 核61,5、 淋 巴 球30.5r

大 軍 核5・0、 ダエ オ ジ ソ」嗜 好2.5、 赤沈 ハ1時 間12粍 、

2時 間25粍 、午 均 値12。3粍1ピ ル ケ反 慮甘 、マ ソ ト

ニ反 磨 十 、 血糖121mg%、 鐙 重58妊n

治 療 経 過

熱 ハ注 射 後 第1日 目 二最 高37・40、 第5日 目以 後 ハ全

ワ李 温 ニ ナ レリ。胸 痛 及 盗・汗 ハ 第4日 目二消 失 シ咳 噸

ハ 第6B目 讐 り輕 快 シ第8日 目 ニ ハ完 全 二消 失tり
.

注 射 後 第18B臼 入 醗 第21日 目 二治 癒 退 院 セ1)。

第3例 ■ ♂22歳 生徒 初診 昭和13年

6月3日

診断 左 側滲 出性肋膜炎、注射同数19同

約1個 月前二 感 冒二 罹 リシガ1週 間後左側胸痛 ヲ訴

^間 モナク呼吸 困難 ヲ催 シ約10日 前 ヨ リノ、食慾進 マ

ズ盗汗 ヲ催 セ リ。胸部 ヲ診 ヌ ルニ左側背下部濁音呼吸

音消失 セ リ.試 験的穿刺 陽性。

入院當 日熱37・69、 脈搏74、 赤血球372萬 、 白血球i
　

8800、 「ヘ モ ク噴 ビ ソ」(ザ ー 呪70、 多 核64、 淋 巴球

32、 大 軍 核30、iエ オ ジ ン」嗜 好LO、 赤 沈1時 間13

粍 、2時 間24粍 、卒 均 値12。5粍rピ ルケ ー氏 反 感 十、
ぶ

㌣ ン レー反懸十、 血糖88短g%、 鰻重54竜0

治療経過

入院當 日呼吸 困難強 キ ヲ以 テ800蝿 ノ肋膜穿刺 ヲ施

セ リc熱 ハ注射後第1日 目最高37.1。 、第7日 目ヨリ

李濫 二復 セ6呼 吸 困難 ハ第2日 目二消失 シ胸痛盗汗

ハ第5日 目二、 吻 軟《第10日 目二消失 シ注射後第19

日目入院、 第22日 目二退院 セ リ。

第姻 ■ ♂22歳 職工 初診 昭和12年

6月30日

診 断:左 側 滲 出性 肋 膜 炎 、 注 射 同 数25同

約1個 丹前 ヨ リ左 側 胸 痛 ヲ訴 へ 咳 漱 喀疲 ヲ催 セ リn5

日後 二 八 呼 吸 困 難 ヲ螢 シ盗 汗 食慾 不 振 ヲ畳 エタ リ。

榮 養 ハ不 良 ニ シテ左 側 メ全 般 論亙 リ濁 音 。肺 尖 部 ヲ除

イテ あ 呼 吸音 消失 セ リ.

入 院 當 日熱3&8、 脈 搏:115、 赤 血球340萬 、 白血 球

9200、 ギヘ モ クMビ ソ」(ザ ー り)60、 多核59、 淋 巴球

33、 大 軍 核65、 「エ オ ジ ン..1嗜好0、5、 赤 沈1時 間56

粍 、2時 間87粍 、 李 均 値72。5粍rピ ル ケ ー及 々 ン ド

「反 摩 替 、 血 糖85撚g%、 髄 重61舐

治療 経 過

入 院 當 日80り 蛭 、入 院 第9日600耗 ノ2同 肋膜 液 ヲ排
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除 セ リ、熱 ハ 注 射 後 第1日 目 二最 高38.6、 以 後38。 内

外 ヲ 弛張 セ シが第4日 目 二 ・・38ひ 二固 定 シ:第15日 目

二37.5。 、第23日 日二卒 温 二復 セ リ.呼 吸 困 難 、喀 疾

及胸 痛 ハ注 射第10日 目三 浦 失 シ 食 慾 モ 第22日 目 ヨ

リハ恢 復 セ リ4入 院30田 目注 射 後 第27日 目 二退 院 セ

リc

第綱 ■ 皐18歳 無職 初診 昭和13年

7月21日

診断 右側 滲 出性 肋膜 炎 、荘 射 向 藪25同

14日 前 二右 側 胸 痛 ヲ蔀 へ咳 漱 喀 疲 ヲ催 セ リc10日 前

蕩 リハ呼吸 困難 ヲ登 シ盗 汗 、食 慾 不 振 ヲ催 セ リ.

入院 當 日熱39・6。 、脈 搏:120、 赤 血球368萬r白 血 球

8200、 「ヘ モ グ 樽ビ ン」(ザ ー き))65、 多 核59、 淋 巴球

35、 大 軍核45、 「工 才 ジ ソ2嗜 好3.0、 赤 沈1時 間85

耗、2時 間120粍 、 李 均 値72.5粍 、 ピル ケ ー及 ビ マ

ン ト一反磨 汁 、 血 糖121搬9%、 鰐 重45竜s

治療 経過

入 院當 日800蛯 ノ肋 膜 液 ヲ排 除:セ リ.

熱 ハ注射 第1B目 最 高38.ぴ 、以 後 階 段 的 二 下 熱 シ第

10日 目二 八37.8。 、第23H目 工李 温 ニ ナUり.呼 吸 困

難食 慾不 振 ハ:第25日 目 二会 ク恢 復 セtr入 院 第27日

目注 射第25日 目二 治癒 退 院 セ リ.

第6例 ■ 舎27歳 農業 初診 昭和13年

8月19日

診 断 右側 滲 出 性 肋 膜 炎、 注 射 同轍18同

約2個 月前 二不 間 シタ 感 冒 ヨ リ 右 側 胸 痛 ト 咳1漱 ヲ催

シ附近 ノ醤 師 ヨ リ 肋 膜 炎 ノ 診 断 ノ下 二 治療 ヲ受 ケ シ

が胸 痛 ハ軽 快 セ ズ 約1個 月前 ヨ リハ 盗汗 ヲ催 シテ食

慾 モ進 マザ リキ.榮 養 貧騙 ニ シテ右 側 背下 三 八濁 音 呼

吸消 失 セ1)a

入院 當 日熱38.6。 、脈捕:100、 赤 血 球312萬 、 白血 球 。

10800、 「ヘモ ヅ ロ ビ ソ」(ザ ー り)60、 多 核68.5、 淋 巴

球25、 大 軍 核3.0,「 エオ ジ ン」嗜 好3。5、 赤 沈1時 間

24粍 、2時 間45粍 、 李 均 値23.3粍 、 ピ ・レケ ー及 マ

ン トー反 応 十、 血 糖105鵬9%、 髄 重50妊 。

治療 郷過

熱 ハ注 射 後 第1日 目最高37,60二 下 降 シ以 後 階 段 的 二

下降 シ第5日 目二37¢ 、爾 後 李 温 二復 セ リc咳 漱 ハ 第

5日 員 二軽 快 シi盗 汗 、食 慾 不 振 モ第10日 目aり 消 失

シ、胸 痛 ハ第14日 前 二快 癒 セ リ.注 射 後 第19日 目、

入院第20日 目二治 癒 退 院 セ リe

第7例 ■ 含21歳 鐵 工 初 診 昭 和13年

7月10日

診 断 右 側 滲 出性 肋 膜 炎 、 注 射 同 数13同

患 者 ハ生 來 健 全 ナ リシガ1週 間 前突 然 二 悪 寒 ヲ 螢 シ

右 側 胸部 二激 甚 ナ ル刺 痛 ヲ訴 へ 臥 躰 セ リ.爾 後呼 吸 困

難 、 盗 汗 ヲ催 シ食 慾 全 ク消 失 セ リ.

胸 部 ヲ診 ス ル ハ些 細 ナ ル運 動 ニ モ苦 痛 ヲ訴 へs左 側 背

下 第6胸 椎 ノ高 サ ニ 於 テ濁 音r呼 吸 音 潰 失 セ リ.試 験

的 穿 刺 陽 性t

入 院 當 日熱3go、 賑搏115、 赤 血球360萬 、白 血 球10200、

『ヘ モ グGビ ソ」(ザ 脚 病65
、 多 核63.0、 淋 巴球30.5、

大 軍 核6・0、 鍔エオ ジ 殉 嗜好1。0、 赤 沈1時 間85粍r

2時 間114粍 、 李 均 値71粍 、 ピル ケ 一 反 磨汁 、 マ ン

上 二 反 鷹帯 、 血 糖102f捻9%、 鐙 重59・2:駈.

治 療 輝 過

熱 ハ注 射 後 第1日 目 二最 高38.1二 下 降 シ第7B目 二

李 温 、第9日 目 ニ一 時37.3ρ 二上 リタ ル事 ア ル モ 爾 後

準 温 二復 セ 馬 呼 吸 困 難 及 盗 汗 ハ第2日 目 ヨ サ全 ク清

失 ジ胸 痛 ハ漸 次 減 少 シ第10日 目二 八 全 〃快 癒 セ リ。

注 射 後 第13日 目入 院、 第15日 目二 治癒:退院 セ リ.

第8例 ■ ♂27歳 商業 初診 昭和13年

9月27日

診 断 右 側 滲 出性 肋 膜 炎Y注 射 同数19同

4日 前 二咳 漱 ㍗胸 痛 ヲ以 テ登 病 ンタ リc約2週 間 前 二

全 身 倦 怠 ト午 後 二 輕 キ悪 寒 ヲ催 シタ ル モ間 モ ナ ク 快

癒 シ何 ラ苦 痛 無 ク業 務 二服 シタ サ ト云 フc

胸 部 ヲ診 ス ・レニ右 側 背 下 部 三濁 音 、呼 吸 音 消 失 セ リ。

入 院 當 日熱37.4、 脈 搏108、 赤 血 球375萬 、 白血 球

9000、rヘ モ グ 口書 ∬ 《ザ ー リ)70、 多核62.0 、淋 巴 球

34・0、 大 軍核2.0、 ギェ ナ ジ ン」嗜 好2.ar赤=沈1時 間

12粍 、2時 間27粍 、:雫 均 値12.E粍 、 ピ ル ケ一 反 懸

紐 、 マ ソ 塾一反 慮 十 、 血 糖108mg%、 盟 重48。2竜 。

治 療 経 過

熱 ハ注 射 後 第1B目 二 八最 高37.2Φ 、第3日 目37。 、爾

後 第11日 目 ト第13日 目 ニ一 時37.1◎ ニ ナ リタ ル 事

アル モ37¢ 以 下 ナ リ。咳 漱 ハ第4日 目 導 り軽 快 シ胸 痛

ハ第15日 目 ニ ハ全 ク消 失 セ リc食 慾 モ 第8日 目二 八

恢 復 セ リ.胸 部 ノ理 學 的 所 見 モ第15日 冒 謝 り輕 濁 音

ヲ 呈 シ 呼 吸 音 モ 隠 取 サ レ 注 射 後 第19日 目入 院 第21

日二 治癒 退 院 七 珍0

第9例 ■ 舎21歳 宮 東 初 診 昭 和13年

10月7日

診断 左 側滲 出性 肋膜炎1注 射同数20同
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1週 間前 二胸痛、呼吸困難、咳轍 ヲ催 シタ リ。 胸部 ヲ
む

診 ス ル ニ左 側 第5肋 間 以 下 濁音 呼 吸 消 失 セrc

入 院 當 日熱39。 、脈 搏:120、 赤 血 球315萬 、白血 球10000、

ドヘ モ 〃墳 ビ ソ」(ザ ー り)65
、 多 核64、 淋 巴 球32、 大

軍 核3、 一エ オ ジ ン」嗜 好0・5、 赤沈1時 間64粍 、2時

間90粍 、 李 均 値54.5粍 、ビ ル ケ ー 及 ビ マ ン ト一反 慮

一
、 血 糖83mg%、 髄 重55。5竜C

治 療 経 過

S[.射 開 始第1日 目熱 最 高38.8◇r第3H目 讐 り下降 シ

38.1、 以 後潮 吹 下 り第13日 目 ニ ハ全 ク準 温 二 復 セ リc

咳 漱 八難2日 目 ヨ リ消 失 シ、 胸 痛 、呼 吸 困難 ハ第6日

目 二軽 快,y、 第8H目 ニ ハ全 ク快 癒 セ リ、 食 慾 モ 第7

日目 ヨ サ恢 復 セ リ.胸 部 所 見 ハ15日 目 ヨ リ輕 濁 音 ヲ

現 シ注 射 後 第20日 目入院 、22日 目二 治癒 退 院 セ リ。

第10例 ■ ♂29歳 無職 初診 昭和13年

10月20日 響

診 断:左 側 滲 出性 肋 膜 炎 、#=射 向 藪20同

15日 前 二咳 漱 喀 疲 ヲ催 シ1週 間 前 ヨ βハ 呼 吸 困 難 、

盗 汗 ヲ催 シタ リa約2年 前 二 右 側 肋 膜 炎 ヲ患 ヒタ ル歴

史 ア リ。 胸 部 ヲ診 ス 〃二左 側 第7胸 椎 以 下 濁 音 、呼 吸

音 消 失 セ リ.

入 院 當 日熱39⇔ 、脈 搏120、 赤 血 球 轍362萬 、 白血 球

8200、 「ヘ モ グ 識 ビ ン」(ザ ー ザ65i多 核67.5、 淋 巴

球30、 大 軍 核1。5、{オ ジ ン」嗜 好1、0、 赤 沈1時 間

43粍 、2時 間78粍 、 李 均 値41粍 、 ピル ケ ー 反感 十 、

マ ン トー 反 慮 一 、 血糖97憩g% 1盤 重50.2妊.

治 療 経 過

熱 ハ注 射 開 始 後第1日 目著 明 二 下 熱 シ 最 高37.2つ 、以

後37.4。 二上 リタ ル コ レナ ク第11日 目 二・・全 ク李 温

ニ ナ レ リ.呼 吸 困難 ハ第5日 ヨ サ減 退 シ咳 轍 ハ第7日

目 ヨ リ消 失 シ 胸 痛 ハ第10日 目 ヨ リ快 癒 シ 第13H目

二 ・・全 〃消 失 シ食 慾 モ 第5日 昼3サ 恢 復 セ リ.

注 射 後 第20日 目 入院 、 第22日 二 治癒 退 院 セ 》。

第11例L■ ♂29歳 鑛業 初診 昭和13

年11月10日

診 断 左 側 滲 出性 肋 膜 炎 、 注 射 同 轍25回

約10日 前 認 り突 然 悪 寒 ト共 二咳 漱 喀 疲 ヲ催 シ約5日

前 二呼 吸 困 難 ヲ罷 工盗 汗 ヲ登 シタ リ.:左側 胸 部 バー 帯

二濁 音 、呼 吸 音 消 失 セ サ.

入 院 當 日39.fi。 、脈 搏106i赤 血 球313萬 、 白血 球

10200、 「ヘ モ グ ロ ビ ン」(ザ ー,の60、 多 核7Q.5、 淋 巴

球25・5、 大 軍 核3.0.iエ オ ジ ン」嗜 好0。5、 赤 沈1時

間43粍 、2時 間78粍 、李 均 値41粍 、 迦 乞二反慮

十}、 マ ノ ト一反 磨 榊、 血糖123搬g%、 盟 重53.3i駈 。

治療 経 過

熱 ハ注 射 後 第1日 目 ヨ リ 少 シグ 下 熱 最 高38・2。 、.以後

漸 次 下 熱 ン第15日 目 二ZF温 二復 セ リa呼 吸 困難 ハ 第

2日 目 ヨt)軽 快 シ 咳 漱 ハ 第15日 目 二 消 失 シ第10日

目 二 八盗 汗 、食 慾 不 振 モ 快 癒 毛 馬 第15日 目 ニ ハ 濁音

が下 部 二 限 局 シ退 院 時 二 八下 部 モ輕 濁 音 ヲ呈 セ リ.注

射 後第25日 目入 院 第27日 目 二 治癒 退院 セ リ。

第12例 ■ ♀19歳 無 職 初診 昭和14

年3月9日

診 断 右 側 滲 出 性 肋 膜 炎 。 注 射 同数10同 。

1週 間 前 ヨ リ右 側 胸 痛 、咳 漱 ヲ以 テ 登病 シ3日 前 ヨ リ

呼 吸 困難 ヲ催 セ サ.

診 ス ル ニ右 側 背部 二於 テ濁 音 ヲ呈:」 呼 吸音 消 失 セ リ。

入 院 當 日最高38.6、 脈 搏92、 赤 血 球322萬 、 白血球

14800、 ザヘ モ グ ロ ビ ン」(ザwり)60、 多核72.0、 淋 巴

i球25.Or大 軍 核4.0、 ヂェ ナ ジソ」嗜'好1・0、 赤沈1時

間20、2時 間45、 卒 均 値21.3Aピ ル ケ 一反 磨廿 、 マ

ン トー 反 懸紐r血 糖105律g%、 盟 重4g.2狂 。

治 療 経 過

熱 ハ 注 射 後 第2B目 二 挙 温 二復 シ、 第5日 目 ニ一 度

37.2'二 上 リ〃 ル 茸 トア ル モ 爾 後李 温 ナ リ.白 鷹的

症 候 ヲ 見ル ニ 第3日 目 二 呼 吸 困難 清 失 シ 咳 漱 モ 軽快

シ第5日 目ニ ハ咳 漱 全 ク潰 失 セ リ01週 間 ヨ1)盗 汗 ヲ

催 サ ズ.理 學 的 症 候 モ 注 射 後1週 間3り 輕 濁音 ヲ呈 シ

呼 吸音 モ 少 シ現 ハ レ。 注 射 後 第10日 目ニ ハ 明 カニ聴

取 ス ルニ 至 レ リ。注 射後 第10日 目入 院 第12日 目二治

癒 退院 セ リ.爾 後 外 来 二通 院 ヤ3回 注 射 ヲ受 ケ タ リシ

が退 院 後2週 間 ニ シテ家 事 二從 事 セ1」。

第13例 ■ 含37歳 商業 初診 昭和14年

3月28日

診断 左 側 滲拙 性 肋 膜 炎 、 注 射 同轍15同0

約2週 間 前.ニ...胸痛 ト咳 嚥 、喀 疲 ヲ以 テ 登 病 セ リ,胸 部

ヲ診 ス ル ニ:左側 胸 部 第5腰 椎 ノ高 サ ニ 於 テ濁 音 、呼吸

音 消 失 毛 馬 入 院 當 日黒 八38,20r脈 搏88、 赤 血球323

萬 、 白 血球9000、 ボ^モ ク.Aビ ン」(ザ ー り)65、 多核

70、 淋 巴球22.5、 大 軍 核4.0、fエ オ ジン」嗜好1.0,

赤沈1時 間80粍 、2時 間96粍 、 奉 均 値64粍 、'望

ケ ー反 旛 、 ぐ ソ トー反 懸 十、血糖8.9mg%、 盟重52.2

1駈。

治 療 経 過
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熱 ハ 注射 後 第1H目 ヨ リ 下降 シ 最高37・1し9其 後 ハ

37.2。一3¢ ノ間 ヲ 往來 シ第7日 目3り ・・平 温 二復 セ リ,

咳漱 ハ第5日 目 ヨ リ輕 快 シ1週 間 日 二 八 全 〃 消 失 セ

リ。 注 射 第15日 目入 院 、第18日 目 二治 癒 退 院 セ 馬

第14例 ■ 辛19歳 生 徒 初 診 昭 和14

年4月5日

診断 左 側滲 出 性 肋 膜 炎 、 注 射 同 轍15同e

1週 間前 路左 鯛 胸 部 二鈍 痛 ヲ訴 へ咳 漱5呼 吸 困 難 ヲ催

セ リ。 と、3日 前 翼 リハ盗汗 ヲ登 シ食 慾 進 マ ザ 癖キ.胸

部 ヲ 診 メ ル ニ 左 側 背 下部 詳 於 テ 濁 音 ヲ呈 シ呼 吸 困難

清 失 セ リ.試 験 的 穿 刺 陽性c

入 院當 日熱38.4、 脈 搏37・1、 赤血 球335萬 、 白血 球

8900、 瓶 モ ゲ ロビ ソ∫ ザ ・一り.63、 多核69、 淋 巴球

28、 大 多 核1.5、 「エ オ ジ ン」嗜 好1.5、 赤沈1時 間90

粍、2時 間126粍 、 李 均 値76・5粍iヒ ル ケ ー反 絶、及

マノ トー反臆 柵 、 血 糖115m%、 骸 軍:45・3妊c

治療縄 過

熱 ・・注 射 後 第1B目3り 下 熱 シ37.f、 第4日 目 ヨ リ

李温 二復 セ リ.第5H固 ヨ リ呼 吸 困難 取 レ第6日 目 轟

ハ胸痛 、 咳噺 省失 セ リ.第8日 目 纂 ゆ盗 汗 モ消 失 セ

リ.食 慾 恢復 セ リ.

胸 部 ハ第15日 目 二 濁 音 清 失 ン 呼 吸 音 モ 聴 取 サ レタ

賑{ll射 後X15日 目入 院r第17日 目二 治癒 退 院 セ ゆ0

第15例 ■ 舎23歳r傭 人、 初 診 昭 和14

年4月10日

診 噺 右側 滲 出 性 肋 膜 炎、 注 射 同 轍15同.

約15日 前 二 螢病 シ胸 痛 、 咳 漱 、 喀瑛 及 食 慾 不 進 ヲ訴

フ.入 院 當B熱39。2㍉ 脈 搏121、 赤 血球321萬 、白血

球8900、 ザヘ モ 〃噴 ビ ソJザ ー の63、 多 核65、 淋 巴

球33、 大 軍核L5、 ヂ三 才 ジ ソ」嗜 好L5、 赤 沈1時 間

56粍 、a時 間95粍 、 奉 均 値50,8粍Aピ ル ケ ー反 感

惜rマ ン トー 反旛 赫i血 糖83.艦 重49.2妊0

治 療 経 過

ま 射 後 第1日 目 懲1下 熱 ジ38.ゴ 、第2日 目3り:38'

以 後 漸 次 下 熱 ジ 第7日 目3γ 、 爾 後 第9日 目 二階一次

3乳 ㌍ 論上 昇 ンタ ル時 アル モ奉 温 二 復 至 り.

喀 疲 ハ第4日 賛 ヨ リ浩 失 シ、第7日 目 懲 り胸 痛 モ潰 失

シ咳 漱 ハ第10日 目 揚 り輕 快 シ、食 慾 モ第12日 搬 り恢

復 セ リ.」 射 開 始 後 第15日 絹入 院 、 第18H目 二治 癒

退 院 セ リc

治療成績総括

治療:症例 ハ15例 ニ シテ、男 子11人 、女子4入 ナ リ 麟

第1表 一 般 症 候

症呼 名轡 性

第1例 ■

第2例 ■

第3例 ■22一轟 町〔"

…望
郷 例 ■18

第6例 ■27

第7例 ■21♂

第8例1■27♂

第9例 ■■画 『21♂
　 　　 　 ロ　

第10例1■29♂

塾遡 ■29♂

螺昌 獄
等量例 ■19♀
第15例■■■23↑

患
位

罹
部

病

数

登

口

診

日月
初
年

昭 和13年34♀・7日5月4日

32♂5月30日 …1箇 月

♂6月3日 ・1箇 月

キ 訴 注射1治 療
同籔,日 微

雨側 胸漁 呼吸困難 食慾不逞、咳鳳 喀疾19画2堀

左側 胸痛、盗汗、 咳漱 1昌20

:左側 胸痛、藍汁i呼 吸困難、食慾不進、 咳漱

♂

♀7月21日

♂

6月30日 』1箇 月 左 側 胸 痛 、盗 汗 、呼 吸 困難i食 慾 不逞 、咳唾軟 喀 疾

1921

2530

14日 右側 胸 痛r呼 吸 困難、食慾不逞、咳漱喀 褒2527

8月19且2箇 月 右 側 胸 痛、盗汗、食慾不進

7月14凪7日 右 側 胸 痛、盗汗、呼吸 困難、 食慾 不準・ 咳嚇

1820
㎝南}　 一昌　隅一……

1315

9月27日4日

10月7日7日

10月20日14日

11月10日15日

招諏4年 …
7日3月9H…

右 側 胸痛、食慾不進r咳 漱

:左側:胸 痛r呼 吸 困難、食慾 不進、 咳漱

左側 呼 吸 困難、 盗汗、食慾不進r咳 漱、 喀疾
20

～25

一

10

一
15

1921

2022
9-

22

左 側 呼吸 困難、 盗汗、 食慾 不進、 咳漱

右側 胸痛、呼 吸困難、 盗汗r咳 漱

3月28日12箇 月:左 側 胸 痛 、 咳 漱 、 喀 疾

↓月5日7B左 側 胸 痛 、 盗 汗、 呼 吸 困 難 、 食 欲 不 進 、 咳 漱15

:4月10日15日 右 側1胸 痛
、 食 慾 不進 、 咳 嚇 喀 疾15

27

12

一
18

一
17

18
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第2表 自脆症 候清 失 日轍

ボ

一

1

疲喀

開8

朋10

朋2

朋5

朋4

ーー～
ぢ

ζー

…

ー
…
響

ー
き

ー

琴ー

ー

蓬

ー

…
竃ー

…

「
き

…
…
…

ー
ー

嚥咳

朋4

朋8

朗10

朋14

朋25

朋5

目

目口貿口H

9

τ

…

朋2
7 目

目日楢日14

朋5

朋7

朋7

朋10

…

ー

多

ー
…

ー

…

…

…§

ー

…

…
葺

ー

…　

…
㌔

…
ケ

…

ー

㎜

轍

ξ…

…

……

…

進不慾食

韻8

直㎎1
朋22

朋25

朋10

朋10

朋8

朋8

朋5

朋10

朋10

朋12

ー
ー…

ー
ー、

ー
i,

…

…
ー

…

ー

i

ー…
壽

難困吸呼

朋7

朋2

朋10

朋4

朋2

朋7

朋5

朋2

朋3

朋5

ー
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自魔 症 歌

胸痛 ハ全例 ヲ通 ジテ認 メ注射 後 早 キハ 第5日 目

邊 キノ・第15日 目轟 消失 セ リ{ZF均8.6日),,

盗 汗 ノ、9例 二於 テ認 メ注 射後 早 キ ハ第2日 目、

逞 キハ第15日 目 二消 失 セ リ(李均8.3日).

呼吸困 難 ハ10例 二於 テ認 メ 早 キ ハ 第2日H、

逞 キ ハ第10日 日二漕 笑trlj〈'1・:均4.7日/。

食慾 不振 ハ12例a於 テ認 メ 早 キ ノ・第5日 目、

渥 キ ハ第25日 目二帳 復 セ リ(牛 均9.8日 〉。

咳徽 ハ全 例 二於 テ認 メ早 キハ 第2日 目、 邊 キハ

第25日 目 二清失 セ リ俸 均8。7日 〉.

喀疲 ハ5例 二於 テ 認 メ 早 キ ハ 第2日 目、 遅 キ

ノ・第10日 目(李 均6日 二潰 失 セ リ九

熱

全例 テ通 ジ テ入院 當 日最高 ノ熱 ハ最 底37.4。 最

高39.6ニ シ テ注 射 翌 日二 於 テ ・卜潟 ニ ナ リ タル

例3例

注 射 開 始 後1週 聞 以 内 ユ車熱 轟 ナ リタ 擁 列5例

第4例 ハ第23日 目轟 李熱 ニ ナ リ第5例 ハ25日

R二 李熱 ニ ナ レリ。 脈 搏 バー 般 二下 熱 ・t-eeヒ減

少 ㍗ ・モ ・ト熱 二 復 シ 御 ・後 モ 脈 ハ梢 胤増 加 セ

リ窃

血 液 像

赤 血球 ハ最 高375萬 、 最 低320萬 ニ シテ注 射 後

第10日 目 ヨ リ上 昇 テ示 シ15日 目r一ハ正 常 値 二

復 セ リ。「ヘ モ グロ ビ ン」ハ最 高70、 最低60ニ シ

テー般 二減 少 シ治 療 ト共 二塘 加 セ リ。 白血 球 ハ

最 高14.800ニ シテ 最 低8.200caナ リ。10.000

以 上 ガ5例 、9.000以 上 ガ5例 、8.ooova上 が5

例 ニ シテz卜均9.600ナ リ.注 射 後 第5臼 目 ヨ リ

熱 及 脈

紳1・4日 ・5日畑:・7日{・SHIIgN2・ 日21日i刎 剛 弔4旦!25日
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第4表 血 液 像

494

萬

第

15

例

闇

第

14

例

第

13

例

第

12

例

第

11

例

第

10

例

第

創

例

322萬323萬
,335萬321萬

14,8・0繭18,800i8渕

60656563

320萬300萬i350萬323萬

14,0009,100i9,000
、9,100

60606↓62
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一〇〇
…

第
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第
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65

360萬
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372,嵐3901ffs`,320蕪1391萬1371菖 蒔

8,1008、9007,90010,6008,650 、
i_

70

370萬

i9,000

二

8摯8008,000 塾鯉 8,000・
り　　　へ 　く

73716563;

3懸 樋ll
&500:8,

9,000

颪}…

70

410萬

8,000
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410萬

76

420萬

8,0008?

757571

釦0萬UO萬 肇380萬

8,0(》(,8,1008箏400

737868

390萬

860{}
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卍

6S73}再F而 一一65!82
F… 一一 一 一i340萬380萬

i416萬375萬

7,150

65… 「

39{}萬

7.300

66

↑
8華600、8,000&600

786882

一i

{第

1

例

注
射
前

赤 血 球1320萬
ミ

雄L奥 墜 ゆ塑iへ縞 距5
,

蓼占

赤 血 球300萬

百 盃二斑 「諏 面、
ξ

ヘ モ グ 矯 ビ ン…66

51赤 血 球1350萬1

追 血 球L壁oo1日

摩 グ・ビソ7亀
i10・

一
,赤 血 球1400萬1

}白 血 球18,5001

}一 一 一ll
日

15

H

一 モ 四 ビ ソ170i

赤 血 球i412萬 …
1___

白 血 球8,100
{「y-

i-1
ヘ モ グ ロ ビ ン{

赤 血 球 渦20萬;
…

轟 幾3レi響 …
}　 Ψ}燃 峰

25 赤 血 球
1白 血 球!

_し

恥_モ 殉 ビ ソ1,

8.5%、 最 低1.5%ナ リe「 エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞

ハ 最 高3.5%、 最 低O、5%ニ シテ 埆 減 一9・示 サ

ス" 癖"

赤 血 球 沈 降

赤 沈 ハ1時 間最 高90粍 、 最 低12粍 ・…シテ各例

!卜均1時 間42粍
、2時 間最 高126粍 、 最低24

粍 、各例 牛 均2時 間68粍 一:・・シテ著 明 ナ下 降}示

セ リ。注 射 ト共 二 各例 著 明 ・:一滅 少 シ注 射 第10日

減 少 シ第15日 目ニ ハIO、OOOLU上 ガ7例,8,000

以 上 ガ9例 、7・000以 上 ガ4例 ニ シテ 殆 ニ ド正

常 値 二近 カ リキ"中 姓 多核 白血 球 ハ最 高72?/o、

最 低59%ニ シ テ、70%以 上 ガ3例 ニ シテ殆}

ド残 リハ65%/o内 外 ナ リ,,淋 巴球 ハ明 力轟塘 加 シ

30%以 上 ガ8例 、25%以 上30%以 内 が7例 、治

療 ト共 工棺 ζ減 少 々 しモ正 常 値 二復 ス ル づ ト ト

ヵ リキ.大 軍 核 細 胞 ハ 各例 轟 依 リ攣 化 多 ク最 高

第5表 白血i球百分

第 第 第 第 、第 第 ・第 第

8910111121311415

例 例 例 例 例 例1例 例

62.064.067.570.572.070.069.065.0

34.032.030.025.522。525.028.033.0

2.03.01.53。04。04.01.5L5

2.00。51.00。51,51.01。50.5

第 第i

23

例 例

561,564.OI
　 　　

030。532.Oi

第 第 第i第

4[56i71

例 例 例岡
62.059.068.563.Oi6

30。533.025.030.53
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注射 後
1日

5日

一冊伽一}

10日

1

15日

20日

…

25日

[

1

多 核68.5162.ol65.0

淋 巴 球U4.OBO.530.5

　　 　ビ

60.0[60.0
　　 　

32.α33.Ot

淋 亘㎝劃 ゑ麺6硬 鯉

倭携 嗜矯 鵬 認
多 拳蔓73.064。571.5

… 門 ㍑ ……
、㎜ 　}淋 巴 球20

.5・25.023.0
-…一 … 一 一 一1-一

大 軍 核5・5;7。5i4.5

大 輩 核i7。55.54.06.515.5
　 　　 　 　 ミ 　 へ 　　ゆ 　 　　

エ オ ジ ン 嗜 好}02 。00.51.51.0
　 ぬ　 ヘ ミ　 　　 お　 へ

一多 核70・565・ σ67・0

70.5

25.0

3.0

2.5

60.560.066.566.0
ミ　 ヘ ミ　 　の　

32。035.Oi29.Ol31.O
　

6.54.04.01、0

1.01.oiO.512、0

認號
72.ol68.0
　　 　く

25.0128.5

緬 磁 繭 ・壷i7慧。・}歪万1・.5

3,5i2.54.04.0
㎝

131.5iO.引 ……i「δ

63,060。069.5i
___」_

30.OI32.026.0

5.56.5
へ 　へ づ　 　 　

L51.0

4。0

O.5

65◎058.5i71.5

エ オ ジ ・嗜 好
…1・OLO1・0

多 核72.5i68.073.567.OI64.5

淋 巴

1大 輩 核 、6.58.{i4.015.O
,5.5

30.034.0

4.56.O

O.51.0

星3ρ
2.0

2。5

72.5

球 、19。522.0ビ1.5;25,50.Ol20.0

エ オ ジ'ソ 嗜 女子 ・1 ,5i2.01。01.00.5

箸 巴慧 懲餐:1{lli籍1雛:l
r矢 竃 核 　7.。 テ5甜8.51'410

3.0

45

荏 ナ匹弼 勲 τ越 猛5噛
i多 核166.564.0

遜 二塁一選1{コ25・9:菰}

杢オあ壽{-1:　 1:　

目xハ35%減 少 シ、第20日 目=ハ 入院 常 日 ノ%

第6表

S…塑i⑳ 瓢52興 鯉 ・嘔

薦 讃:1…晶1書
　

巨6.曳129。5鯨 葡 箆9。5
ミ　 へ　

6。03.0、8。oi2。 ⑪

5◎53墨1鳶 鵬 書:!3'0;3'0

1.51。 ξ～

65。OI68.5164.5169.0

24.025,026.028.O
l ___

ヒ

レLo

71.5

22。5

4.0

エ5巨器
73。5i72.572."「

　

18.5i21.5i23。5

1.001
『 　 {…一 　「

73。0
　

8.5・4,0}8.02.04.5

2。5

20.5--/

2.5-1.痂17唇1
-_i

69.064.068.572.0

弱.三i丞 石128。 引ぎ9。5

5.54.54.5
ミ

　ゆ　 ゆ 　　 　

2.Oi1.5i1.5

}…　に ご一一i　

!72.071.0

20。523.0

「 ・一一1
・6 .513。5

i一τ δ境13

⊥謡禰
二 二「F…擁/一 ト

「

1__。 。....

二迄 減少 シ2例 テ除 イテ ハ殆 ド正 常 値 二達 セリ。

赤血球 沈降速度(粍)

2

例

第

1

例

第i第 陣
3

例

第

5

例

4

例

第

8

例

第

7

例

第

6

例

第1第

9:10

例i例

濃尋羅ll叢蹴 鋪 慧 誼
1時 間i62121458180

第

11

例

1343

7878

41

31

63

第

注射前

注射 後
1日

5日

10日

15日

2時 趾86}3012590

辱時器 響響
_一 一 一一～.一 一 一 一1-

2

嘩

121

70.3

238!143529

4694287560
　 　 　 　 ル　 　 　 　 　

23 6411436。329.5}3L3120.3}59.377.5150

　72120
170113

時 間178,20… 奮 醐115蘭 「瓢26

、 時 間 …職 ・・ 鰻
。

2時 間i6ρ し雛
…21

ミ　 　 　 ミ　　　　 ミ　　 へ

均熱 磐」111盈 量

均li2:3flitumifOJ,

了 厩 薔「 一鴻一三1⊥ 翫5
ミ　　 　　←7『 一爵

間56…2020。5

均125.s10,59.1

48。3

50

80

一
45

…
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目及 ビ退 院 時 測 定 セ シニ 入院 第2日 目二於 テ ピ
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注 射 後1日

5日

10H

15日

20圓

25日
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考

肋膜 炎 ノ治 療 法 ハ 從來 多様 ニ シテ特 二穿 刺 ノ良

否 二閣 シテハ 各其 ノ見解 テ異 ニ シー 般 二 有熱 時

ニハ成 ルベ ク之 ヲ避 ケ ル方 針 テ取 レル モ ハ 如

シ。 叉藥 物 ト シテハ解 熱 劇、 吸 牧 剤 、 利 尿捌 等

多 ク ノ藥 物 ヲ使 用 シ來vリe然1しx昭 和12年

飯塚 、 小澤 爾 氏 等 ハ肋 膜 炎 ノ治 療 二安 静 ト榮 養

テ保 チ藥 物 ト シテハ 「ザ ル フ」ノ如 キ食 慾 ヲ害 ス

ル モ ノノ・之 ヲ避 ケ解 熱廊1モ特 別 ノ場 合 テ除 イテ

ハ與 ヘ ズ穿 刺 ハ 呼 吸 困 難 ノ彊 度 ナ ルモ ノ以 外 ハ

施 サ ・"ル方 針 ヲ取 ツテ好 結 果 ヲ齎 ラセ リ.余 ハ

VitaminCノ 結 核 二有 敬 ナ ル黙 二鑑 ミ{熱牲 肋

膜 炎治 療 二飯 塚 氏 等 ノ治 療 方 針 二基 キ安 静 ト

榮 養 ヲ保 持 シ吸 牧 剤 叉 ハ解 熱 剤 ハ… 切 用 ヒズ穿

刺 モ第3、 第4、 第5例 等 ノ最 初 ヨ リ 吸牧 困難

ノ高度 ナル モ ノ ・他 ハ施 サズ、VitaminC剤

ノ「ヴィト ン」使 用 セ ルモ ノニ シテ 以 上 ノ治 療 成

績 ヲ以 テ個 人 ノ艦 質 ξ髭病 迄 ノ日敷 等種 々 ナ ル要

約 テ考慮 セバ 直 チ ニ「ヴ ィト ン」ノ 紹 封 的 償値 ラ

云 々 スル能 ハ ザ ル モ 自昼 症 黙 ノ輕 快 、 下熱 作 用

及 ビ吸牧 作 用 テ促 進 セ シメ タル ガ如 キ成 績 ヲ得.

タルハ敢 ヘ テ疑 フベ カ ラザ ル事 實 ナ リ ト信 ズ.

肋膜 炎 ノ治 療 ノ限 界 テ定 ム ルニ モ塵 々 ニ シテ熱

及 ビ自蜀 症駄 ノ全 ク取 レタ ルモ ノニ於 テ モ他 豊

的 ニハ所 見 ノ残 レル揚 合 多 ク之 ガ完 全 二 清失 ス

ルニ ノ・相 當 日薮 ラ要 ス ル モ ノ ナル ヲ以 テ余 ハ 自

魔的症 候 及 ピ熱 ノ全 ク取 レタル モ ノニi封シ テ モ

他豊的 二滲 出液 ノ未 ダ残 レル モ ノニ ハ之 ガ取 レ

ル迄 ノ間 叉滲 出液 ガ吸 牧 サ レテモ熱 叉 ノ・自豊 症

候 ガ残 レル モ ノハ之 ガ完 全 二消 失 ス ル迄 ノ間 テ

治療 日籔 ト定 メ タ リ.

按

下 熱 ノ早朝 二起 リ注 射 後 第1日 目 二牛 熱 二復 シ

タル例3例 ア リテ9例 二於 テハ2週 間 以 内 二李

熱 二復 シ タ リe最 モ 遅 キ3例 二於 テ モ25日 内

外 ナ リ。 肋膜 炎 ノ下 熱 期 間 ハ個人 二依 リ又 ハ病

熱 ノ輕 重 二依 リテ モ差 異 ハ アル モ從 來 ノ下 熱 日

撒 ヨ リそ明 カニ短縮 セ ラ し タ リe第1日 目 二李

温 二蹄 シ タ・レ3例 及 ビ第10例 ノ 如 ク 注射 翌 日

二39"ヨ リ37.2二 下熱 シ タル 成 績 ハ 明 カ ニ

「ヴ
`ト ン」ノ下 熱救 果 ノ 著 明 ナ ル テ 究 知 ス ルA

足 ラ ン.

赤血 球 数 ハ肋 膜 炎 二於 テ穂 く減 少 ス ル づ トハ諸

家 ノ認 ム ル 所 一一:一シテ 小 西 氏 ハ 肋 膜 炎 患 者 ノ20

%二 於 テ貧 血 ガ現 レル ト云 ヒ桝 田氏 等 モ 同様 赤

血 球 ノ滅 少 テ認 メ タ リ.余 等 ノ成 績 二 於 テ モ軍
ノ

均340萬 ニ シテ少 シク 減 少 シ 注射 後 第10日 目

ヨ リ上 昇 シ第15日 目 ニハ 正 常 二復 セ リ。rヘ モ

グ ロ ビ ン」ハ 稻k減 少 シ注射 ト共 二増 加 セ リ。白

血 球 ハ肋 膜 炎 二於 テハ増 減 ナ キモ ノ ・如 キ モ急

性 二螢 生 シタ ルモ ノハ増 多 牲 ア リ ト云 フノ、諸 家

ノー 致 セ ル成 績 ニ シテ余 等 ノ例 二於 テハ各 例 テ

通 ジ増 加 準 均9.600ニ シテ注 射 後 第5日 目 ヨ リ

減 少 シ第15日 目ニ ハ殆 ン ド正 常ca復 セ リ。 中

性 多 核 白血 球 ハ小 西 、 榔 田、 林 氏 等 ハ滅 少 シ爾

淋 巴球 ハ却 ヅ テ檜加 スル ト云 フ。 中性 多核 白血

球 ノ檜 加 セル モ ノハ 豫 後 不 良 ナ リ ト云 ヘ リ.余

等 ノ例 二 於 テハ 申 性 多核 白血 球 ト… 般 二 滅 少

シ、 淋 巴球 ハ増 加 セ リ.多 核 白血 球 及 ビ淋 巴球

ハ注 射 ト共 二檜 減 入ル モ淋 巴球 ハ 治 癒 後 モ正 常

値 ヨ リハ鞘 け曾加 セ リ.

肋 膜 炎 二於 テ赤 壷球 沈 降 速度 ノ促 進 なル 鷺 トハ
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杉 田、 丸 山、 浦部 氏 以 下 諸 氏 ノ等 シ ク観 察 セ ル

所 ニ シテ 丸山 氏 ハ患例50%二 於 テ50以 上 ナ リ

ト云 ヒ、 浦部 氏 ハ12-15ナ リ ト云 ヘ リ。 余 等

ノ例 一:・一於 テ モ最 低12粍 、 最 高95粍 ナ リ キ。

VjtaminCノ 赤 沈 抑 制 作 用 ハ 今 日等 シク 認 ム

ル所 ニ シテ、 余 等 ノ例 二於 テ モ治 寮 ト共 二著 明

二減 少 シrヴ 珪 ン」ラ使 ハ ザ ル 例 二比 ス レバ 早

期 ニ ヨ リ著 明 二揖1制 セ ラ レ タ リe又 丸 山氏 ノ肋

膜 炎治 療 経 過 中 ノ赤 沈 減 少 程 度 二比 ス しバ其 ノ

差 明 カ ナ ル テ知 ル ベ シ.

血 糖 ハ注 射 後 第10日 目 ヨ リ 下 降 セ リ,器 重 ハ

各 例 ヲ通 ジ 注 射 後 第15日 目 ヨ リハ 明 カニ上 昇

セ リ。

自魔 症 状 ハ 從來 ヨ リモ早 期 二潰 宍 シ治 療 日籔 ハ

早 キ ハ12日 遅 ク トモ30日 目caハ 治 癒 シ治療ll

籔 ・卜均 漁 日 ナ リ.小 西 氏 ノ統 計 二 依 レバ 総 例

406例 中4週 以 内 ガ58人 、8週 以 内 ガ119例 ニ

シテ最 モ 多 シ トセ 現 此 ノ統 計 ヨ リハ遙 カニ短

縮 セ リ。

結 論

余 等 ハ 滲 出性 肋膜 炎患 者15例 二就 イテ 安 静 ト

榮 養 テ保 チ藥 剤 トシテ ハ吸 牧 剤 又 ハ 解熱 飼 等 テ

使 用 セ ズ シテ穿 刺 ハ呼 吸 困難 ノ高 度 ナ ル3例 以

外 ハ 施 サ ズ シテVitaminC剤 「ヴィト》 」 テ1

日4粍 式 注 射 シテ其 治 療 経 過 テ見 ル ニ

(1>治 療 日敷 ハ 李 均20日

(2>胸 痛 ノ 注 射 後 早 キハ 第5日 目邊 キハ 第15

日 自(ZF均8.6日 〉二・消㌧宍三セ リ。

(3ン 盗 汗 ノ・第2日 目乃 至第15日 目(李均8.3日)

二重省失 セ リ.

ぐ4)呼 吸 困 難 ノ・第2日 目乃 至第10日 目(李 均

4.7日 〉二潰 失 セ リ。

(5>食 慾 不 振 ハ第5日 目乃 至 第25日 目rg.8日 〉

二較 復 セ リ.

(6)咳 漱 ハ 第2日 目乃 至 第10日 目(李 均6日 〉

二浴 失 セ リ。
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   11)  Im Schlachtsfeld ist es  unmOglich eine  geniigende Bettruhe  unterzuhalten,  (lii.her 
       die  Pleuralpunktion ist nicht immer eine geeignete  Therapie,  sondem  mus,, man 

      die Patienten  mOglichst  friih nach ihrem Vaterlande schicken. 
      Die Pleuralschwartenbildung bei den  Punktionsfallen im Schlachtsfeld war be-

       deutender als bei den nicht punktierten. 
   12) Die  Falle mit Komplikationen betrugen  davon  waren  42,5 richer  17, 

       der  samtlichen Kranken, von  tuberkulOser Natur, 4,3  - Malaria,  4,0, Beriberi 
 und 3,7  Kriegsernahrungsstörung. 

   12)  Der Ausgang von den Pleuritikern ; geheilte  und  gehesserte k2,7  ,  :zestorbene 
       nur  1,3  und vornehmlich an  tuberkulOsen Komplikationen. 

   14) In den Familien  and den eigenen Geschichten  findet man  nur  J von den 
 tuberkulOsen  Belastungen. 

 1:) Die  Mantoux'sche Reaktion  : 
      Bei in das Heer eingetretener Zeit erwies sich bei  30,3  Y,  aller  geprtiften Fallen 

      positiv,  und bei an Pleuritis erkrankter  und bei Entlassungszeit  bis zum 
      97,2 sich  erhOht. 

   16)  ROntgenbild der Brust bewies sich nur bei  14,3  J: die  tuberkul6=en Verqnderungen. 
   17) Die  Fernprogno4e nach ca. 2 Jahren zeigte sich Erleichterung; 68,1 „Sterblich- 

      keit 5,4 
      Bei alien Fallen der  verschlimmerten  und gestorbenen  fan] man  tuberkulOsen 

       Komplikationen. 
    Aus den oben geschilderten  Ergebnisse kann man betonen, dass die  sug. Kriegs-

Pleuritis, gleichartig wie bei Pleuritis idiopathica,  ausschliesslich in dem  FriThstadium 
der  tuberkulOsen Infektion sei  und empfehlen  Verff. als deren  Abwehr die  Ausfillarung 
von z. B. BCG-Schutzimpfung gegen der Mantoux-negativen Soldaten besonders im 
Kriegsfeld.  ut,  referat., 

         The Effect of Vitamin C Administration in the Cases of 

                        Pleurisy with Effusion. 

                              By 

 Ansel Takagi and Hajime Ohba. 

 Pepartment of  Moliein-, Severance  Uniou  lfedi7  College,  Ke,jo, Chosen. 
                                  Director:  Prof. Dr.  Kangei  Kure., 

    The authors observed the effect of vitamin C  administration in 15 patients  of 

pleurisy with effusion giving 4 cc. of viton (1-ascorbic acid  0.'2  g  daily,  eTecially, its 
influence on each symptom and general condition. 

 Resultats  :  - 
    1. The duration of clinical symptoms, such as fever, chest pain,  dyspn)ea; cough, 

night sweats, anorexia should be considered shortened and it takes nearly  0 days for 
improving the general condition. 

    The duration of the following symptoms  were  :  fever-1--2 weeks  nt most ,  chest 
pain—about 9 days, dyspnoea—about 5 days,  cough,—about 6 days, night  uv'eats—about 
8 days, anorexia—about 10 days, on the average.
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    2. The sedimentation velocity of red blood cells are  remarkablly retrained and on 

the 20th day of Vitamin C treatment, it dropped nearly to one-third, comparing the 
value measured before the treatment. 

    3. The blood picture showed the increase of haemoglobin and polymorphonuclear 

leucocytes, decrease of lymphocytes, in proportion to the period of succeeding  tYeatment. 
    4. The amount of blood sugar came down to normal level . It showed hyper-

glycaemia at first. 
    5. Body weights were generally increased by this treatment.  (Author's abstract.)




